
■研究の背景
　アルミダイカスト鋳造の金型を肉盛溶接で補修する際、溶接時に加わる高熱で硬さや材料組織
が乱れた熱影響部が生じ、これにより補修前と比べ耐久性が大幅に低下します。本研究では、溶
接補修した金型の耐久性を向上させるため、レーザで溶接補修部のみに熱処理を加え、熱影響部
の硬さを新作金型と同等に回復する局所熱処理技術を開発しました。

■研究の要点
１．溶接補修部の硬さを新作金型と同等に回復させるレーザ熱処理実験
２．複雑な形状の金型表面の硬さを均質に回復するレーザ熱処理条件の最適化実験
３．レーザ熱処理を加えた溶接補修金型の耐久性比較

■研究の成果
１．溶接補修した金型鋼にレーザ熱処理実験を行い、熱影響部の硬さを金型母材と同程度に回復

させるレーザ熱処理条件を明らかにしました。
２．凹凸を設けた金型鋼にレーザ出力の異なる熱処理を加え、硬さが回復するレーザ出力が形状

ごとに異なることを確認し、レーザ照射部の体積比から適切な条件が得られることを明らかに
しました。

３．製品の製造に使用する金型で鋳造試験を行い、金型が損傷するまでのショット数を比べた結
果、従来の溶接補修金型と比べショット数が60％以上増加しました。
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※本研究開発で使用したファイバーレーザ加工装置は、JST拠点整備事業により整備されました。
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